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開催地名：宮崎県国富町 

開催日時 令和４年９月２日（金）  14：30 ～ 15：50 

開催場所 国富町立八代中学校 

語り部 吉田 亮一  （宮城県仙台市） 

参加者 国富町立八代中学校生徒と教職員、国富町総務課危機管理担当 75 名 

開催経緯 宮崎県は、県の東部が日向灘に面し、日向灘を震源とする大規模の地震が発生した

場合、本町では最大震度７が想定されており、大きな被害が発生することが予想される。

そのため本町では町のハザードマップを作成するなど、小・中学校での防災教育推進に取り

組んでいる。 

しかし、東日本大震災から 11 年が経過し、その記憶が風化しはじめている。また、中学

生も幼い頃の災害であったこともあり、災害を自分事として捉えられなくなっている。そこで今

年度は、若い世代への災害伝承として「自助、公助の考え方の普及啓発」と「避難所にお

ける中学生の活動事例の紹介」を中心に、東日本大震災の語り部にご講演いただくことと

する。 

内容 （１）はじめに 

 地球上では、様々な自然災害が起きているがその原因は何か。いろいろな理由があると

思うが、一つは皆さんと同じように地球も生きているということによる。地球も生きているからこ

そ、災害も起こるということを忘れないでほしい。その上で、災害の際には考えて行動するとい

うことの大切さを、本日皆さんにお伝えしたい。 

 

（２）災害に対する備え 

地震が起きた際には、学校にも危険がたくさんある。廊下は避難通路になるので、避難

する際に邪魔になるようなものは置いてはいけない。登下校にも危険がたくさんある。狭い道

や歩道が多く、揺れでブロック塀が倒れてくることがある。また、道路が割れて穴ができること

もある。昼間であれば確認できるが、夜間で電気がない状態では確認することは難しい。ト

ランス電柱、自動販売機、看板など上から物が落ちてくる可能性があり、注意しなければな

らない。 

東日本大震災以後、食料、飲み水については 1 週間分を用意しておくように案内してい

る。災害が起こると、コンビニやスーパーの商品は品薄になってしまうので、少なくとも１週間

分くらいの備えは確保してほしい。 

風呂の水についても覚えておいてほしいことがある。風呂の水は、断水になってしまったとき

に、トイレの水として使用できる。いつも浴槽にお湯が入っているように習慣づけておくと、災

害が発生したときに有効である。 

また、皆さんが持っている防災マップについても、いつも携帯するようにしていただき、活用し

てほしい。このマップは地震を想定したものであるが、風水害の情報を盛り込んだものも作成

してもらいたい。そしてさらには、非常口や非常階段はどこにあるのか、消火器はどこに設置さ
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れているのか等々の情報を盛り込んだ学校の防災マップと、家（マンション）の防災マップ

についても、皆さん一人一人に作成してほしいと思う。 

 

（３）東日本大震災を踏まえて 

約 10 年前に東日本大震災が起こったとき、私の住む地域では全世帯が５日間停電

し、ガスは３～４週間、水道は２週間止まった。指定避難所の茂庭台中学校では、17

日間にわたって避難所が開設され、最大時は 200 名の方々が避難していた。平日の日中、

地域にいる住民は、高齢者と小・中学生が中心だった。しかし避難所はすぐに開設しなけれ

ばいけない。避難所開設後も、会社員や高校生は早朝から通勤・登校してしまう。運営に

は小・中学生の力が必要だった。避難所で、彼らは大活躍してくれた。震災当日、私が一

時避難場所にいると、中学生が走ってきて、「避難所の準備ができたので避難してきてくださ

い。」と伝えてくれた。避難所に移動すると、中学生が自らのアイディアで避難所の床に柔道

用の畳やマットを一面に敷いて私たちを迎えてくれた。そのあと、避難所内では必要事項の

掲示やごみの分別など、中学生が自発的にアイディアを生かして行ってくれた。朝、昼、夕の

1 日３回、炊き出しを手伝ってくれたのも中学生であった。自衛隊の方々が届けてくれる避

難物資を避難所の一角にまとめ、数量がわかりやすいように配置してくれたのは小学生であ

ったし、新聞の情報を共有できるように、毎日掲示板に張り出してくれたのも小学生であっ

た。毎朝、避難所を掃除してくれたのも小学生である。 

このような経験から、避難所では小学生や中学生にも担える役割があるという事を是非

認識してほしい。いざというとき、皆さんは大きな役割を担うことができる。是非覚えておいて

ほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

開催地より 東日本大震災で避難所の責任者を務め、ジュニア防災リーダー育成事業を立ち上げ、ジ

ュニア防災リーダーの育成も行っている吉田亮一氏から、避難所生活についての具体的なお

話を聞くことができ、生徒たちも、改めて災害に対するイメージを強く認識することができたと

思う。 
 


